
.15 
お知らせ号

mん。~
事良市のシンボル

ゆ 民事Lも一
ナヲ'"ザタヲ イチイ " 今グ"
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史郎文化むンター
主催事績

剛 又化酬笠ンターが闘する5咽文化センターで

隠 今年度ほ次の主催・績を予定してし啄.，ご麻布'く

ださし"

市生進学膏情縄纏侠ソスデム「怒ら."とj の登録の~b'
b盟掴胡そして い る グ ト ブ を 断し..，油 開

山銅山日開閉醐夕刊・いしま .

全竺nj!e至旦
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刷."しの名作験E盆l各自民守

一可宥T一一 !酬唱
ヨ，"今;1;1"" プW一一一一一山

l商館理，.同好盆" 肉}写実録1m術 {敏"人男6人

"'入 山 刊 蜘興味叫る人 {箇】 醐公団 仙

台 6ト 14 8 1代衰の加門前

[ I!I~浬眠盛"内】 日常刷帽の命視 {敏1 n人 ""人 女?

人 (A)H胴酔醐i ついて帽して~f~'、人 {箪} 前

.公民館 (週)ft24-2H781t衰の絹本僧也

'"す.，.れあい2震の盆】{肉}代交ダ/ス筑練鳴を通じて仲間

哨断固る (劃 ぉ人 '昭8人 kl7人 山体駿入会何

頃)無断、民館 (週}包71-016(代2曜の大山翻興

'"才ヒナニフラル~ム"肉} ハヴイ ア J フラグJ ス {叡}

"人川入 山 '"川閣で裂し川ってス トレス酬

t・)金量刊センタ 〈遭)含48-6912#.紀代子
11/8 

チケッ時間 同セけー なら刷会館会

ら金九七 ンタ 丙.'.・凶候所県支化情緩セJ

タ- ，その他 〈わL.<I;j.r俗良しみんだよりJ
「史跡文化セ〆'ーどよりjで直次お初"します ・

臥 喧 問 問センター (曾 34-Y021)へ.

惨略字のI!!J!'"(内)-煽動内務 (陸).会関敏 男 k 
山)-入会情鰻 〈箇)-.t.fo:il団 施依 {週)-連絡走 ， 

問い合わ包 それぞれの凶a・8・Uへ この伺への鍋・".荷

「会らおっとJ，闘する陶U合わぜは 生誕..セ J ター，.

26-8811)へ.
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市役所::34-1111側 干630-6560 二歳大路湖丁目，-，・お姐5tt

5丹市岨蜘開地問問酬明

1町酌-，レア月 10冊目公民鍾開館に

問聞の闘を自由に駅間.

lと を141111IlW-nll'B>'f1l9時 午後3時

"入 喝1自由
lその他1期間中は陸艇喝を借れ開敏します な

，. 監事台敬に限句があるため できるどけ公共

交..閣を例悶して〈どさい

皿 、倉回1岨 間断酬禄(酎 4-10051ヘ

5月7目的網開

を充実します〈全住岡

町晴間月 " 回目

始めま<l.樹被"無料.
叫厳守しH

西部会館での市民相駁

〈西郎会館駐車場の利用について〉

J?柏市の 駐 車 渇 惨 市 町 同 周 できi利用首相腕 ・詩型位計ださい 1 
I)"W.lli!lIel 1同 8…"時.....0.. ...岨 l

，.醐盆 三ZE出主 でL1叫下 3区一!

?戸?Ti瓶 入;4刀法山j圃・ 5J阿 古
上山 人...-!ft2，OOOf'l

議いずれも入噂した"111出eする場合は 午前零

酎担えるごとに抑制身体障谷川金

持っている人!i，I陸軍易保励。縄水してくださ」

なお 立体制再逮の堅調駆喝のため .調の，きさな

どで附脚内円す

課の変更芯どに
ついて

4月1日付けの健機.寧盤備等に

伴L 次の=集会ど"変更しでします.

電iiI'1:ついて" 市役買野代表喬号

(包 34-1111)以外に直通電話

(タイヤルイシ'u安値してν ます.

恕品d協園



お知ら包・酉'"出廻荷包~100 1 !llfl:!sI蹄n93-0001 北..~到配布含71.1017

エタコシ・テレビ・治薗庫・慌濯機lま
『六型ごみ』ではありま世九

ごみ嶋置と資源の有針爪j周をめざし4月b'う始まった「家電リザイクル洛Jにより これぎで大型

とみとして処理してしηこ40白隠販売広子収集還御し メーカ がリザイクJししてし1 "，~. 

~こんt.とき，.どうするのヲ~

新しし唱偏に f買し唱え』する明会は新しい敏画誌を 『買う"Jに また使え忽く芯コた盤

品の処分だげを依頼する場合Sその段績を f買った脂Jに引き取ってもらってくだ泣い(買

った広が近くに忽い窃合，;[号iを取り傷力后jへ相駁)，

い~れの喝合も費用{眼機運.科盆+再商a面化利金)ほ消費者の負羽目です. 各利金肱引き

取ってもらう属現富鉱どに確"じてく2ごさC>.

〈家電4畠自の引き取り箇力底) 知脅庫)

l勘合同】 柚酎岡 崎 7)-30011"-. 

圃ZE湖 沼
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-公民館新年度の殺童

踊年度の曹室
【申し込み1往復はがき i紋宅名住所代名(ふり

がな) 年齢(学年) 電話・サを奮 iて 各.め切り

回必藩で各館ヘ.，枚にー人 i敏輩。多し治合"繍選

受.科"不聴で併特費突通費入館"は8己負組.

難喪中「ときJOの， ，内の敏引ま属数.

健

康

鼻f

11自z
l孟
な
ぢ

廊
の

Z

，T
E
Z
ぃ

躍
に
覆
わ
れ
て

L
3E

特
に

a'の
官
民
ん
ゅ
に
あ
る
曇
の
鴨

方

に

ほ

喜

誕

百

t
i

ム
写
っ
た
節
分
(
キ
I
Uセ
ル
パ
ノ
ハ
都

g
t町
ニ

言

語

が

つ

L

た
り
・

-wの
援
が
属
〈
な
っ
た
削
り
す

る
と

5
2し
た
ニ
色
で
も
す

c
a

・A

は
な
r
h
d
M
V
山
田
ま
す
。

易

自

の

Eに
は
廊
そ
の
も
の

に

iあ

る

習

;
i

f
-
-
i
 

事

E
Eこ
tの
と
し
て

は

taz君
臨
を
傷

つ
け
る
給
・酬
の
炎
症
ア
レ
ル
年

ー
な
ど
が
与
え
ら
れ
ー
が

1

5
E
?
i
i・

3
高

等

鐘

こ

Eの
と
し

て

は

高
血
圧
や
働
脈
硬
化
1
2れ

ー患
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
・

出
血
し
F
と
き
は
攻
瞭
を
ゆ
る

め

T
P
T
I
Lて
主

扉

撃
を
し
ば
ら
く
宇

Zみ
口

公毘館

で

T
E
Lで
い

る

と

品

分

ほ
そ
れ
だ
け
で
止
ま
旬
ま
す
が
止

ま
り
に
く
い
官
民
円
筒
形
に

f
i
s
iそ

の

う

え

で

主

主

4
2
r

n偽
巣
的
で
す

子
ど
も
の
・
界
出

aの
F
侭
分
U

『

auじ
句
』
会
ど
に
よ
る
キ
ー

ゼ
ル
バ
ッ
ハ
院
他
会

ucaの
前
の
mm

分
か
ら
の

H
I
-

f
i
s
i
i
 

員

長

島

分

か

ら

め

z
t

皇
の
こ
と
も
あ
旬
止
ま
旬
に
く
く

大
震
に
出
血
す
る
こ
と
も
あ
旬
ま

す

出
血
の
E
Z
が
多
い
と
き
は
も
む
ろ

ん
で
す
が

Z
4
3
2か

止
ま
り
に
〈
い
崎
合
や
織
り
迭
し

て
出
血
す
る
喝

2
5
R
R

M
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ぷ
う

22尚治園



度値切2嶋-，嶋..，‘'興公民・町民，.

哨~揖"分〉

鍾康前座「たぱZと健康」

住民Zζ..・5れ飢吻.たへ

e象台座.普段.セノ'ーが聞き書す.

・ と ~ " '.月 2・図劇学後 2 嶋一 3 ・e苧

・とこ，…低金...貧盆-1:"'- ~鷹
飼ー附匿の轟桝予さん 暗 剛

調附供 ・・し込みー不'‘・喝目舎..、

.闘L喧 同 一市役瞬衛生課ま先は同4ヒ

ン'一~手1Ii.~"~重す.

同 .ーノ叫クリン利目性創刊

以凶か肺舗の'f-r.BCG1同酔予

左陽性特定 1ーのf ~"!5・ e子健庫

省34-行寸，j

ft34 -1111) 

剖 3一泡'Cl

a
z
a
F
A
VE-之
(25

川

F
E
E
-

-

i
町
)

t
:
-
B
E
E
-=
2里
万

円

'E
h
t町
二

万

円

'z
i
z
t

何
丁
目
ご
万
内

'Z
E
Z
Z
g川

何
町
ご

万
二
子
大
百
円

，
な
ら
山

h
a串
曹
写
ク
ヲ
ヲ
万
阿

i
E
i
1
1
i
T富

里ニ
T
a二
万

円

2
4
1
1
2
2桁

i
l
f』
-R
E
a
l

z
:自
'Z
2
1
2
i十

五
方

一古

土
図
立
広
大

T
l
E
g
z

zsJ耐
火

万

f人

E阿
Z緩
ち

f
-

宇
a

万一

占

i
 

z
-
-
i
E会

三』

保健センタニ寸三条大館南ご-tl;l1否奇
相醐(均一T目'--28
一 世 ン タ ー ( ( jAIJ519-5

一集会主.. 百一丁目1-1

i 
日本脳炎予防複種

'"ヲ為0'' ~，，，，俊 iニ Bいて ，，-
7月上旬まで完健します.

一・制閉吋't.tt<~
1P1311!-..1'3年金 {市外への温..で

子香櫨を希望寸.人':lI'I役所・険金鼠へ闘い

吋て〈 旧い} 哨同 問

同 叫 時晴酬で闘す岨舎

は 偲.1-'".~巳仁盆て"径 S配布櫨{盆

.個人負担}とιて医・・欄でーをけてく

"舎、、(

得4 同"'綬のHft '"どくわし'"

刷所阻h

ツベルクリン反応検査
判定・ BCG按覆
組彼予防のため ツベルタリン反応倹

t:l-l.2H後t判定L隊笠のと HIB

cc倦担金"い奮す.

‘生a旨.億・E指.

世醐科醐

・紬一時払師会場へ

酬醐晴帥尊

凪喧問} 醐司ij.lliI...~"".
同 即時1崎1開明1同
t t 包 !ととろ 」

l叫 "日 UB.31日 l昨 H

3鰻 6か月児健惨

附 a院 刊岬哨!tt"'"子関陣

』定通旬 l -t~' ‘月 l日岬の・三人"ど

吋村い人"師会場へ 附 白一欄

健闘叫阿帥桝闘内科

' 回 目盤腕...!瞬間e保 健 闘

帽し合同 一市役刊....oへ
"ト摘t

，-

.肉曹

二
十

主

門

• 阻
名

子630-6580

-とを '" 抱月の毎週金・日午

後 i防 4 時 ~4~ ・ とこる 総
合臥療機.セ〆ター・ 砂内書 自主

酬全集開削 f制時レタ '.

3 ソヨン 下作療など) 情観交

換がで書る附献金N憶測合 外出R
・定員…w歳以上?断$'l'~ どの従患によ旬 身体

(通所'"易自で".いします}

ー ，専釣奇

多い喝

開捜へ.

ーナーl健康のコ

同 ."'"."'13年 lil'tH'-'"子 ・m
欄 一伽州1:t:.，lc日から 1州肌

闘.，慣は越旬ますが 4 s I H以降の・巨人

4ーなどで届かな、人1).，l!f宿所健司"・‘衷

へ ・内智…4・修針欄問診内特砂.

岨惨胴ー納嗣同醐 同 時

制制前世7・ ・聞…剛

1篇6か月児健飴と

妊産婦歯科趨~
1附 開 制

，.・R…平<<11，与9月生まれの子n 悶8

".辺町ま寸-d'， 41l1個以降の鉱入eー
などで届かなも人".積金喝ヘ .肉膏

'修針a園 内情調，. 自・4晴彦* 口n

~ n." ' 'I'If: 'l年'"金まれの予 ... 
.道町書すが 4月l凶以闘の肱入省主ど

で届村山...金喝へ ，咽 .. 

針..;署勘礎迎。η.，静 岡.宵リ~ ， <襲安

榊 ・刷出 制問叫

後・E 幽虜育児で悩んで、るJ也.，
ん動産・4姻麗してみ2ぜAか助盛樋

が倒、ま寸ので気紐l判明Lて〈だきも e

，.・R 経娼陶磁後 1'f.，iIIの.働

生徒羽目 Sでの衡生児 ，.し込b 母

子'・・r-MI:はさまれて，'.鮭‘はが会

ふる、'"野生...が"岳曹司匹測量.も

て4・進するか 竃箇で..市役司馬健康増温

鼠ヘ 同 叫 一問"必ず柑』醐し

て行p1 'f"， IIIi\IIl't IJ.一切，，~ 11/"1.， 

新生児妊産婦防問

乳児健康相股

児健 官会同か4 



奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
隠
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

月

来月の
こよみ

委存掴能
(春日大社 興福寺)

術陶能Il，"舗帯修二会の.迎えのM:に行

われた鎗難から量生 予安梼代から錨ま町・e張
、と酬してきた野外健です.

現住 "日".回大佐で r~・hりの蟻
I 2 11は粧商社で rW世主ηの鍵Jが行われた

後闘E附，'f鵡大門跡崎17(7) 1:"t' r前畑

の儀」が行わ，，1ぜ長盆蓄 1主主 盆剛の健

制園陸による・" 四州じられます 信え

さかる備に開旬映える.'時には i醐 制

t庁舎しの，，.る軍きがありますι

."も'.行事予定.

f
i
la-f
=
f
i
f
 

16本四個耐 }1火

17* 7!J-:.>:J:.>';l"-，師"・叫

18盆

19土 う雪国曹置娼・罰

208 

胆 < 蛙…一朝
"*コンヲート協;;l'!lt::.>ター}

出向坦亨ど間同開会畑町咽

輔元問団同'"叫 .…一団}5主

21月224;44Lt京肝日て山田尾選6自

7月

i
!
;
 

2水 2;;tftrzztTm凶開2明剛輔}

3ホ

4釜

一周

開潤』
血

咽
明

一
叩土2

 

22火

23水

24木

山由酎ト'"四

8火

9水

10木 鼠菜綱引・ 3大鈎

• 
タレイターマJ ピPノUヲイタ見，11;;I・0・.. 劇

26之 zt7ぷti--互主137叫働

25重量 υ.. ド

入植を圃 問問

11盆 >:I:5.!Iコントト叫.!I""タ 1
間 一" 目町会組問}

"日川自宅剛嗣

""信偲表紙温.

27日

28月 齢 ic'..，
再開むらぺうた餓圃醐叫盟崎町醐J&r" 29火 一勧フ肘 ラ皿リ咽同日

トランスコ円→{山町住皿岬岡山島
同判明間

費慢良帽のm

30水

31木

山鳩山市町明ジ

15火 砲必(腕船

ふべ

13日

14月


	平城遷都祭を4月28日・29日に開催します。
	～古今東西まほろば奈良～平城遷都祭
	4月28日（土）かわいいこども天平行列など、家族でイベントに参加
	4月28日（日）コンサートやクイズ大会など、楽しいイベントいっぱい
	市議会三月定例会
	つくろう！ふれあいのあるまち　市民ふれあい運動実践活動が変わります
	世界遺産への「いざない」の場として　 なら奈良館が開館
	行政
	消火器を廃棄するときは　次のことを注意してください
	催し・教室
	5月　移動図書館巡回日程
	花録ごのみ　落語ライブ　柳家花緑たなばた独演会　奈良特別講演 
	あらいあつこグリーンコンサート
	スポーツ
	公民館
	史跡文化センター主催事業
	生涯学習センターだより
	西部会館の内覧会を行います
	エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機は「大型ごみ」ではありません
	平成12年度　世論調査結果
	公民館　新年度の教室
	健康　鼻出血＝はなぢ 
	健康のコーナー
	善意銀行
	～仲間と共に心と体を動かしてみませんか～　機能訓練教室 
	来月のこよみ　5月

